
慣L号

奥津軽の冬を告げる渡り鳥「自鳥」が11月 から十三湖を訪れ、羽を休めていま魂

湖面に遊ぶ自鳥の可愛らしさと気品のある姿は村民はもちろんのこと、訪れる人々の

心をなこませてくれます。

No.264号 発行 。青森県市浦村役場/編集・企画観光課広報企画係



広報ιチろば)

行
動
起
こ
し
ま

一
人
一
人

産業経済活性化委員会発足

しで村づくりを

が し
近
年
、
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
林
水
産
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

高
齢
化
問
題
や
後
継
者
不
足
等
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
、
と
り
わ

け
農
産
業
の
停
滞
は
村
の
活
力
低

下
の
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
村
で
は
こ
れ
ら
の
難
題
を
豊

富
な
地
域
資
源
を
活
用
し
、
生
産

性
の
高
い
活
力
０
あ
る
村
づ
く
り

の
た
め
ヽ
村
民
一
体
と
な
り
「産

業
経
済
‐活
性
化
振
興
計
画
■
を
づ

く
り
地
域
振
興
を
図
る
も
の
で
す
。

良

　

正

　

勝

若

者

に

は
本

職

以

外

め
趣

味

等

よ
う

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
」
〓
鮮
訪
鷲
梅
脚

西女
　　し日
　　　　　　性
も
必要
です
¨

村 瀬 章 氏



1甲鷲贈罐筵壽
会長藉1先 1島1羮 |‐

|

副会長 三 和 芳 次 |

氏 名 地 区

（農
林
畜
産
部
会
）

◎奈 良 正  勝 太 田

村  元  則  美 磯 松

小笠原 金 道 相 内

葛 西 敬太郎 脇 元

相  沢    治 磯 松

奈 良 幸 雄 大 田

三  浦  俊  一 相 内

成 田 俊二郎 相 内

三 和  金 春 相 内

三 和   均 相 内

鳴  海  行  秋 相 内

山  田  正  伸 脇 元

木津谷 チ 江 相 内

下  沢  ハ ツ ヨ 大 田

（水

産

部

会
）

◎福 井 俊  美 十 三

工 藤 武 則 十 三

相 坂 利 雄 十 三

川  内  勇  一 脇 元

三 上  貞 義 脇 元

中 畑 藤 雄 脇 元

lヽ  山 あぐり 十 三

梶 浦 志保子 十 三

（商
工
観
光
部
会
）

◎若  山 恭  次 十 三

三  和  芳  次 相 内

八木沢 良 蔵 十 三

秋 田谷 完 一 十 三

古 サ|1 政  光 磯 松

竹  谷   博 脇 元

白 川  稲  子 相 内

竹  谷  ヨ シエ 脇 元

10広 報ιチろ

♂
て
①
自
分
の
地
域
に
つ
い
て
絶
対

グ
チ
を
言
わ
な
い
②
心
が
い
つ
も

外
に
向
か
っ
て
開
か
れ
て
い
る
０

詈島ξ語爾ニ

肇墓λ翠
・
吉:1:

色:三丘_11讐

一一一『一一̈一̈一一一̈

人

も
幸

せ
③

来

訪

者

も

幸

せ

で
な

　

　

知

恵

と

汗

を

出

し

合

い
ま

し

ょ
う

情
報
提
供
で
意
識
改
革
を中井春江さん

北村真夕美氏    シンポジウムには約100人

笹 森 正 氏



広報ι夕ろ (4)

一
津軽半島観光事業者セ ミナー開催

―

一一・喘．・“一一一拠
澪
載
れ
橿一一一．一一

高
齢
者
の
生
き
が
い
と
社
会
参

加
活
動
へ
の
意
欲
を
高
め
る
こ
と

上
セ
ミ
ナ
ー
」
が
、
十

一
月
三
日

程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
村
か
ら
は
、
脇
元
地
区
の
斉

藤
正
彦
さ
ん
が
参
加
し
、
県
内
各

あ

た

た

か

い

交
流
の
和

斉

藤

正

彦

た
．　

い
よ

い
よ
感

動

の
船

旅

の
始

つ

の
も

忘

れ

て

し

ま

う

ほ

ど

の
交

歓

会

で

し

た
。

り

ま

し

た
。

「
私

の
家

庭

づ

く

り

」

き

る

よ

う

に
配

慮

下

さ

れ

た

市

浦

活発な意見交換が繰 り広げられたセミナー



あったかほのぼの

太田地区で振興祭開催

相内クラブうれしい初優勝

中里ライオンズクラブ杯制す

健康にいい汗みんなで

楽しんだバドミントン大会

相馬勝則さん僣林馨)が

栄えある第一回チャンピオン

場
で
は
こ
の
秋
収
積
さ
れ
た
野
菜

こ

の
大

会

は

市

浦

村

体

育

協

会

（
島

津

典

明

会

長

）

が
主

催

し

て

優

勝

　

相

馬

　

勝

則

さ

ん

二
位

　

島

津

　

護

さ

ん

三
位

　

木

村

　

貢

さ

ん

ン
ズ

ク

ラ

ブ

旗

争

奪

学

童

野

球

大

会

」

に

お

い
て

、

見

事

優

勝

し

有

日

の

二

日

間

で
行

わ

れ

た

も

の

で
、

戦

．

接

戦

の
末

、

二
対

〇

と
破

り

、
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二
〇
歳
に
な
っ
た
ら
国
民

年
金
に
加
入
し
ま
し
よ
う

国

民

年

金

に

加

入

し

ま

す

が

、

職

業

に

よ

り

三

種

類

に
分

け

ら

れ

て

●

第

一
号

被

保

険

者

営

業

の
人

と

そ

の
配

偶

者

学

生

と

そ

の
配

偶

者

●

第

二
号

被

保

険

者

で
は
、
普
段
か
ら
子
供
達
に
絵
を

亀
田
克
実
く
ん
が
全
国
児
童
生
徒

▼
世
界
児
童
画
展

入
選
　
近
藤
佑
人
く
ん
　
一二
歳

銅
賞
　
若
山
宗
裕
く
ん
　
エハ
歳

銅
賞
　
若
山
知
裕
く
ん
　
四
歳

佳
作
　
新
岡
歩
美
ち
ゃ
ん

〓
一歳



(7)広報ι
'ろ あ

い
に
く

台

風

十

九

号

が
北

上

し

て

き

て

お

り

、

青

森

空

港

か

ら

飛

行

機

が
飛

ぶ

の

か

危

ぶ
ま

れ

る

日

で

し

た

が

、

予

定

通

り

、

青

森

空

へ
と
飛

行

機

と

バ

ス
を

乗

り

つ
ぎ

バ

ス

の
中

で

、

Ｊ

Ｔ

Ｂ

の
添

乗

員

が
海

外

旅

行

に
際

し

て

の
諸

注

荷

物

は
絶

対

体

か

ら

放

さ

な

い

こ

搭

乗

手

続

き

⌒
チ

ェ

ッ
ク

イ

ン

）

時

三

十

分

初

め

て

の
海

外

旅

行

ヘ

三
度

の

九

月

二
十

七

日

の

ア

ン
カ

レ

ッ
ジ
空

港

へ
と

向

か

ッ
ジ
空

港

到

着

は

二

十

七

日

の
正

午

で
し

た
。

江

戸
幕

府

最

初

の
遺

米

使

節

の

一
人

村

垣

範

正

は

東

を

さ

し

て
地

球

を

一
周

す

れ

ば

、　

一

年

の
う

ち

に

一
日
を

得

た

の

は

一

生

の
得

で
あ

る

と
書

い
て

い
る

が

、

ま

さ

し

く

一
日
得

し

た
気

分

で
あ

―

ロ

ッ
パ

コ
ー

ス

（
ポ

ー

ラ

コ
ー

ス

）

は

こ

の
十

一
月

で
無

く

な

っ

し

た

ま

ま

の
免

税

店

も

あ

り

、

な

こ

の

コ
ー

ス

の
最

後

の

フ

ラ

イ

ま

し

た

が

、

値

段

の
割

に

は

い
ま

い
ち

お

い
し

く

あ

り

ま

せ

ん

で
し

た
。

ち

な

み

に
う

ど

ん

一
杯

約

千

機

内

食

に

つ

い

て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ま
で
の
約
十
五
時

て
は
寝
る
の
連
続
で
、
座
っ
て
仮

ず
も
あ
り
ま
せ
ん
。

化
不
良
状
態
に
な
り
ま
し
た
。

北
極
海
と
欧
州
大
陸
の
夜
明
け

再
び
機
内
食
に
つ
い
て

コ
ペ
ン
ハ
ー
ダ
ン
か
ら
英
国
航

事
が
出
た
。

特
に
ご
婦
人
が
鰤
に
い
る
と
き
は

こ
の
飛
行
機
の
中
で
何
を
食
べ

た
か
は
党
え
て
い
ま
せ
ん
。

ロ
ン
ド
ン
ヒ
ー
ス
ロ
ー
空
港

事
前
に
入
国
手
続
き
で
聞
か
れ

―

ス

ロ
ー

空

港

だ

け

で
な

く

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の
空

港

で

は

こ
ん

な

こ

と

は

日
常

茶

飯

事

だ

と

い
う

、

事

前

り

、

貴

重

品

特

に

パ

ス
ポ

ー

ト

に

再

確

認

を

し

た
。

手

荷

物

紛

失

の
手

続

き

の
途

中

で

、

全

員

の

ス
ー

ツ

ケ
ー

ス
が
揃

い
、

二
時

間

余

り

遅

れ

て
専

用

バ

キ

ン
ガ

ム
宮

殿

で
行

わ

れ

る
衛

兵

の
第

一
歩

は

こ

の
よ

う

に
始

ま

っ

パ

リ

の

コ

ン

コ
ル

ド

広

場

に

て

日

本

人

の

多

い

こ

と

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
全

体

に

い
え

る

こ

極

め

て
多

い
と

い
う

こ
と

で
す

。

の

い
な

い
と

こ
ろ

は

あ

り

ま

せ

ん
。

く

り

は
新

婚

カ

ッ
プ

ル
と

い
う

具

合

で
す

。

が

、　

一
歩

地

方

都

市

へ
入

れ

ば

、

特

に

ロ

ン
ド

ン

で

は

ジ

ャ

パ

ン

フ

ェ
ア

ー

の
最

中

で

、

私

た

ち

一

行

の
行

く

前

の
週

に

は

、　

ハ
イ

ド

パ

ー

ク

で
青

森

ね

ぶ

た

が

運

行

さ

日

本

円

に

つ

い

て

私

は

、

今

回

の
旅

行

に
際

し

、

い

っ
た

が

、

免

税

店

で

は

ど

こ

の

通

貨

も

使

え

た

し

、　

一
番

便

利

な

の

は

、
カ

ー

ド

で
す

。
私

た

ち

に

と

次

回

は

地

域

振

興

に

つ

い
て

昼
食

（朝
食
，
）
後
仮
眠

た
。
北
極

の
上
空
と

い
う
気

の
性

か
機
内
も
少
し
肌
寒

い
気

が
し
た
。

一
面

の
白

い
水

の
世
界
は
、
幻

想

の
世
界
そ

の
も

の
と

い
う
感
じ

ｏ
ｕ
　
Ｓ
ｔ
ａ
ｙ
，

（何
日
滞
在

で
す
か
）
に
Ｆ

ｏ
ｕ
ｒ
　
ｄ

ａ
ｙ

ｓ

⌒四
日
で
す
）
。
　

Ｐ

ｕ
ｒ
ｐ

（
目

的

は

）

に

Ｓ

Ｉ
ｔ
ｈ

ｓ

ｅ

ｅ

ｉ

ｎ

ｇ

⌒
観

光

で

す

）

の
言

葉

を

事

入
管

を

通

過

し

た
。

ケ
ー

ス
が
荷

受

け

所

に
出

て

こ
な

管

理

事

務

所

に
掛

け

合

う

が

、

な

226-
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>33く

鹿

季

湊
安
藤
ω
盛
季
の
弟
と
し
て
、

ム
漁

「
康

季

」

の
弟

す

な

わ

ち

「
盛

の
事

績

を

辿

っ
て

み

ま

し

ょ
う

。

安

藤

ω

氏

に
関

係

あ

る

板

碑

が

四

十

二

基

安

置

さ

れ

て

い
ま

す

。

で
す

。
（
年

号

が
不

詳

な

も

の
も

あ

り

ま

す

）
前

に
述

べ

た

「
安

藤

ω

氏

の
内

輪

も

め

」

の

一
戦

場

と

な

っ
た

と

こ
ろ

で
す

。

「

鹿

季

」

の
最

初

に
居

館

し

た

所

秋
田
に
進
出

四

世

紀

の
終

り

頃

に
、

康

季

と

力

を

合

わ

せ

て

甲

兵

（
武

装

し

た

兵

士

）

二

百

余

騎

を

引

き

連

る

わ

け

で
す

。

現

在

の
秋

田
市

土

崎

湊

の

こ
と

で
す

。

土

崎

館

た
。

後

に
佐

竹

氏

が
封

ぜ

ら

れ

る

ま

で

土

崎

が

秋

田
安

東

氏

の

居

館

で
し

た
。

現

在

で

は
神

明

確

認

さ

れ

る

だ

け

で

、

そ

の
昔

を

偲

ぶ
面

影

も

あ

り

ま

せ

ん
。

地

形

か

ら

考

え

て
平

城

で

あ

る

に
従

事

し

て
繁

栄

し

た

も

の

と

な

ぜ

、

西

関

か

ら

引

越

し

た

そ

ら

く

津

軽

安

藤

一
族

の
争

い

が
案

し

ら

れ

る

と
考

え

て

と

っ

鹿
季
、
竜
を
射

る

二

三

）

六

月

十

六

日

に

亡

く

な

雲

崇

公

。

湊

福

寺

は

現

在

の
土

崎

に
あ

る

蒼

竜

寺

の
前

身

で
鹿

上

掲

写

真

は

北

海

道

上

磯

郡

茂

別

に
あ

る

「
矢

不

来

舘

址

」

で
す

。

安

藤

ω

氏

浅

落

最

初

の

舘

址

で
森

林

一
帯

が

そ

の
位

置
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情

]  

さ

Lせ 遷 ∋

役場の電話 は62-2111

2.題 材 (テ ーマ)

①アンケートに対する回答 (年

市浦村の人口と世帯数 平慮 。11.1現在

③県政モニター会議への出席 (

1飲酒運転の追放          4違 法駐車の締め出し

2シ ー トベル トの正しい着用の徹底   5冬 道の安全運転の推進
3子 供と高齢者の交通事故防止



健

康

は

栄

養

、

運

動

、

休

養

の

三

つ

の

パ

ラ

ン

ス

が

と

れ

て

は

じ

め

て

円

滑

に
機

能

し

ま

す

。

中

で

も

食

生

活

が

健

康

を

保

つ
上

で
最

も

重

要

な

ポ

イ

ン
ト

に
な

り

、

か

ま

す

。

近

年

は

、

子

供

の
肥

満

も

食

生

活

を

改

善

す

る

こ

と

に

よ

り

、

地

域

住

民

の
健

康

づ

く

り

に

寄

与

す

る

た

め

、
　

″
食

生

活

改

善

推

進

市

浦

村

食

生

活

改

善

推

進

員

会

現

在

、

会

員

は

二

十

一
名

お

り

ま

の
食

事

の
普

及

や
各

種

事

業

へ
の

康

づ

く

り

に

取

り

組

ん

で

い
ま

す

。

事

業

が
計

画

さ

れ

、

研

修

会

、

健

康

教

室

等

に

お

い
て

活

躍

し

て
き

最

近

で

は

、

十

二

月

十

日

、　

コ

さ
れ
た
市
浦
村
生
き
生
き
健
康
推
　
　
続
け
て

い
ま
す
。

ふ
れ
愛
手
づ
く
り
食
と
し
て

「
ほ

う

と
う

風

み

そ
う

ど

ん

」

（
表

Ｈ

）

こ

の
よ

う

に

、

食

生

活

改

善

推

を

合

わ

せ

て

コ
ツ

コ

ツ

と
活

動

を

』叫］
お誕生

上

野
　
志

織

（相
内
）

潔

‘Л
一
ご
結
婚

明

　

広

⌒
岩

　

手

）

洋

　

一

（
青

　

森

）

淳

　

子

（
相

　

内

）

淳

（
十

　

一三

靖

　

子

（
神

奈

川

）

恵

美

子

（
東

　

一示
）

武

　

人

（
相

　

内

）

孝

　

子

（
青

　

森

）

同
剛

□

善
　
一二
（脇
元
）
５４
歳

憲
　
昭

（相
内
）
６．
歳

典

一
郎

（磯
松
）
７９
歳

表 I 平成 3年度事業計画 (案 )

表 H 「ほ うとう風みそ うどん (4人分 )」


